
フレンズジムとは



フレンズジムの基本理念

ワクワク
体験

支援を通して笑顔と元気を届ける
意欲を引き出すための創意工夫
成功体験による相互成長

安全 安心

安全な空間創り
衛生的で整理された施設環境
お互いを尊重し合う組織風土

つながり

感謝の気持ちが循環する相互関係
地域とのつながりを大切にする
学んだ知識や経験を共有していく



フレンズジムの支援方針

基礎的な身体の動きの練習や、運動遊び、ゲーム、さらにはマット・鉄

棒・とび箱・縄跳び・ボールなどの種目練習も取り入れた運動プログラムを

提供し、「こころ」「からだ」「脳」の発達を目指します。また、生活動作

の練習や、目と手の協応動作を促す作業課題にも取り組み、お子さんが自立

していくための基礎的な力を育めるよう支援します。

これらの支援を効果的に実施し、お子さんが出来ることを着実に増やしていくため、

フレンズジムではABA（応用行動分析学）を職員全体で学び、

積極的に取り入れています。



クラス・活動の流れ

午前クラス 10：00～12：00

午後クラス 14：30～16：30

※店舗によって時間が異なります。

児童発達支援

平 日 15：00～18：00

学校休業日 14：30～17：30

※店舗によって時間が異なります

放課後等デイサービス

活動
の

流れ

身辺処理 / 自由あそび

送迎車等により来所

集会
運動プログラム

（基礎的な動き、マット、とび箱、鉄棒、なわ、ボールなど）

身辺処理 / おやつタイム

作業プログラム
（目と手の協応動作を促す作業や工作、書字、認知課題など）

自由あそび / 身辺処理

送迎車等により退所



本人支援（5領域）

健康・

生活

運動・

感覚

認知・

行動

言語・

コミュニ

ケーション

人間関係

・社会性

身辺処理など自立へ
向けた練習、

手洗い・うがい・身
だしなみ等の清潔へ
の意識を育てる

など

ふれあい遊び、感覚運動、
基礎的な粗大運動から協
調機能に働きかける運動
細かな手指操作の練習

など

粗大運動の模倣
～細かな模倣、

物の名称や概念理解、
空間、時制の理解

など

アイコンタクトや
指差し、要求表出、
大人とのやりとり

～子ども同士のやりとり
など

ふれあい遊び、象徴遊び、
小集団での運動遊びや

役割を担う経験、援助要請
など



その他の支援

家族支援

•保護者懇談会、家族向けイベント（Sundaysイベント、収穫イベント等）の実施

移行支援

•地域情報の発信、他事業所や地域のスポーツ団体への移行に関する相談支援を実施

地域支援・地域連携

•地域の事業所及び各機関とのつながり作り、ケースカンファレンスの実施

•自立支援協議会、児発・放デイ連絡会への積極的な参画



職員の支援力及び専門性向上に向けた取り組み

支援者としての基本的な姿勢や態度を身に付けられる！
現場ですぐに使える支援技術を習得！

・新規採用時研修 ・権利擁護研修 ・運動プログラム研修

・虐待防止研修 ・ABA基礎研修 ・意思決定支援研修 等

基本研修

職員のスキルアップを全力サポート！

過去実績例

・初級ABAセラピスト養成研修 ・PEERS® 指導者向けセミナー

・ペアレント・トレーニング指導者養成講座
（外部研修団体：全国児童発達支援協議会職員研修、NPO法人ADDS、トゥギャザー合同会社、一般社団法人SSTAR 等）

外部研修
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